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今年から退院後訪問を始めました 

 周産期・新生児の医療の急速な発展により、日本での新生児の救命率は世界一といわれています。その

一方で、NICU（新生児集中治療室）から退院後も自宅での医療的なケア（在宅人工呼吸器、在宅酸素、吸

引、経管栄養、導尿、中心静脈栄養等）を必要とするこどもたちがいます。医療的ケアが必要なこどもはこの

10年で約2倍に増加し（図１）、そのうち在宅人工呼吸器を必要とするこども（19歳以下）は、約10倍に増加し

ています。（図２） 

 今年より当院のNICUで退院後訪問を開始しました。退院後訪問は、ご家族の希望があれば、退

院後1か月以内に5回まで可能です。こどもが退院するまでに、ケアの方法をご家族に習得していた

だけるように支援を行っていますが、家屋の状況や家庭環境は個々によって違いがあり、病院で

行っていたケアの方法と同じように行うことが難しく、在宅後に悩まれることがあります。退院後

訪問では、個々のおかれている環境（部屋広さやレイアウト等）を実際に見ながら、ケアがしやす

い方法を提案したり、こどもの安全で快適な環境づくりやタイムスケジュールなど母さんと共に考

え、より具体的な支援が可能となります。訪問看護師と連携し、退院後の生活が安心して過ごせる

ように支援していきたいと考えています。 
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19歳以下における在宅人工呼吸指導管理料算定件数の推移 
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